4.　 文化ホール
(1)  文化ホール群の概要
市の文化ホール群は、次の施設から構成されています。
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[image: image1.emf]施設名 所在地 開設年度 延床面積（㎡）

年間利用人数（人）

（平成

22

年度）

支出経費

（平成

22

年度）

春日文化ホール

春日町黒井

496-2

昭和

63

年度

                                  2,513 15,757                                  34,284                                 

やまなみホール

山南町谷川

1110

平成

6

年度

1,000                                    7,938                                    10,086                                 

ライフピアいちじま

大ホール

市島町上田

814

平成

7

年度

1,951                                    12,004                                  35,741                                 

（※）純行政コスト＝支出経費（正職員人件費含む）＋減価償却費－収入額
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市の文化ホールは、次のとおり位置しています。同時に、市内にある市所有以外の文化ホールである、県立のホール、民間のホールの場所も図示しています。

(2)  文化ホール群の現状分析
1  利用度とコスト効率
平成22年度の利用度とコスト効率は次のとおりです。
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[image: image6.emf]文化ホール名

行政コスト

（千円）

利用者数（人）

X軸：１人あたり

コスト（円）

利用時間 利用可能時間 Y軸：利用率（％）

春日文化ホール

                  34,284                    15,757                              2,176                      1,286                     4,000 32.2%

やまなみホール

                  10,086                      7,938                              1,271                      1,104                     4,000 27.6%

ライフピアいちじま

大ホール

                  35,741                    12,004                              2,977                      1,763                     4,000 44.1%

平均

                  26,704                    11,900                              2,141                      1,384                     4,000 34.6%


それぞれ、春日文化ホールは利用度・コスト効率性ともに少し低い、やまなみホールは利用度は低いがコスト効率性が高い、ライフピアいちじま大ホールはコスト効率性が低いが利用度が高い、となっています。
2  他団体との比較（昨年度報告書より）
他団体との比較は次のとおりです。
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[image: image8.emf]丹波市 篠山市 西脇市 朝来市 養父市 平均

人口（人） （※1）

69,995 34,791 40,013 44,756 44,006 46,712.2

面積（ｋ㎡）

493 378 132 403 423 26,509

文化ホール保有数（件）

 （※2）

3 2 1 3 3 2

１施設あたり人口（人）

23,332 17,396 40,013 14,919 14,669 22,066

１施設あたり面積（ｋ㎡）

164 189 132 134 141 152

（※1）人口は、各市役所ホームページに登載されている平成23年3月末時点の数値です。

　　　ただし、朝来市は最新の人口が平成17年度末分であったため、これを記載しています。

（※2）比較対象団体の文化ホール保有数には、各団体の文化ホール設置に係る条例に基づき調査した結果を記載しています。


上の図表を見ると、市の文化ホールは、比較対象団体の１箇所あたりカバー面積・人口の平均値と同程度です。
比較対象団体の中でもっとも効率的な数値を丹波市に適用すると、次のとおりとなります。
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人口あたりで１～２箇所、面積あたりで２～３箇所となりますが、利用状況を勘案して施設の適正化を図る必要があります。
(3)  文化ホール群に係る経営の適正化
以下では、文化ホールの運営効率化について、５つの視点から必要な事項を検討します。
1  地域間の公平性（地域性）
市が所有する文化ホールは、市内に３つありますが、自家用車での来館が予想されるため、立地する場所が偏らない限り、地域間の公平性には問題がないと考えられます。
2  施設の性能（機能性）
(a)  設備内容
施設の設備内容は、次のとおりです。
[image: image10.emf]施設名 開設年度 延床面積（㎡） 収容人数 建設投資額

春日文化ホール

昭和

63

年度

                                  2,513 630

名

693,253

千円

やまなみホール

平成

6

年度

1,000                                    396

名

179,978

千円

ライフピアいちじま

大ホール

平成

7

年度
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名

803,152

千円


施設の収容規模は、春日文化ホール、ライフピアいちじま大ホール、やまなみホールの順です。建設金額は、500名以上を収容できるライフピアいちじま大ホールと春日文化ホールが、やまなみホールに比べて収容人数を考慮しても、高くなっています。
(b)  減価償却費について
減価償却費は、施設への投資金額を使用期間（≒耐用年数）に配分した金額です。各文化ホールの減価償却費と、利用人数の関係を表したものが次の表になります。
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[image: image12.emf]№ 施設名

(1)減価償却費

（千円）

(2)利用人数

（人）

利用者1人あたり減価償却費

（円）（(1)／(2)）

① 春日文化ホール

13,865                            15,757                            880                                               

② やまなみホール

3,600                              7,938                              453                                               

③

ライフピアいちじま

大ホール

16,063                            12,004                            1,338                                           

④ 平均

11,176                            11,900                            891                                               


利用者１人当たり減価償却費では、ライフピアいちじま大ホールが最も高く、続いてほぼ平均値と同じ春日文化ホール、最も低いやまなみホールとなっています。ライフピアいちじま大ホールの１人当たり減価償却費が最も高いのは、減価償却費、つまり建設投資額が大きいからであり、よりいっそうの利用が望まれています。
(c)  県営・民間の文化ホールとの比較
丹波市内には、市所有の３文化ホール以外に、県立のホール、民間のホールがあります。それぞれの主な項目を表にして比べると、次のようになります。
[image: image13.emf]春日文化ホール やまなみホール

ライフピア

いちじま大ホール

県立ホール 民間ホール 平均

延べ床面積

                        2,513 1,000                          1,951                          2,970                          2,152                          2,117                         

収容人数

630                             396                             500                             800                             350 535                            

利用人数

15,757                        7,938                          12,004                        20,457                        18,570                        14,945                       

利用件数

130                             96                                332                             170                             134                             172                            

平日・全日基本料金

67,320                        42,630                        53,860                        48,300                        38,880                        50,198                       

休日・全日基本料金

80,770                        51,150                        64,630                        55,100                        48,600                        60,050                       

開設年度

昭和

63

年度 平成

6

年度 平成

7

年度

平成８年度 平成８年度 -

※利用金は、それぞれ9:00～22:00までの全日冷暖房使用の基本料金であり、付属設備使用料は含めていません。

なお、付属設備使用料は民間のホールが高い傾向があります。


県立のホール、民間のホールは、春日文化ホールとライフピアいちじま大ホールと同規模の施設であり、やまなみホール・ライフピアいちじま大ホールと同時期に建設されています。また、全日の基本利用料金では、県立のホール、民間のホールの方が安くなっており、利用人数ではどちらも市所有施設を上回っています。
(d)  バリアフリーへの対応状況
市の文化ホール群における、バリアフリーへの対応状況は以下の表のようになっています。なお、表の整備箇所および基準は兵庫県「福祉のまちづくり条例施行規則」を基にしています。それぞれの整備箇所に対応すべき項目数を示していますが、用途面積や設備の関係で、その施設が対応する必要の無い項目もあります。
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17　案内

18 記載用のカウンター

19 公衆電話所

10　浴室

（寝室又は客室の内部に設置するものを除く）

11 更衣室及びシャワー室

12 寝室及び客室

13 固定式の観覧席又は客席を設ける室

14 乗降場

５ 階段

６ エレベーター

７ 外部出入口以外出入口

（利用者の用に供しない部分を除く）

８ 改札口その他これに類するもの


バリアフリーへの対応状況では、やまなみホールとライフピアいちじま大ホールで同程度の整備状況となっています。対応が出来ていない項目は、どちらも共通しており、存続させる場合は今後とも整備を進めるべきだと考えられます。
(e)  耐震化・アスベスト対応状況
市の文化ホール群における、耐震化およびアスベスト除去の状況は以下の表のようになっています。
[image: image15.emf]春日文化ホール やまなみホール

ライフピアいちじま

大ホール

耐震化の状況 必要なし 必要なし 必要なし
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どの施設も、耐震化の必要なし、アスベストの除去は対応箇所なしとなっています。
3  施設管理の経済性・効率性（効率性）
文化ホールの収支状況は次のとおりです。
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[image: image17.emf]施設№ ① ② ③ ④

施設名 春日文化ホール やまなみホール

ライフピアいちじま

大ホール

合計

収入 ①

                              6,385                              1,155                              4,136                              3,892

　利用料収入

                              1,307 857                                   1,758                                1,307                               

　その他の収入

                              5,078 298                                   2,378                                2,585                               

支出 ②

                            19,864                              6,617                            15,684                            14,055

　その他職員人件費

1,502                                1,727                                109                                   1,113                               

　委託料

10,528                              1,935                                8,762                                7,075                               

　需用費

5,226                                1,392                                4,233                                3,617                               

　その他

2,608                                1,563                                2,580                                2,250                               

純支出 ③（②－①）

13,479                              5,462                                11,548                              10,163                             

利用者数 ④

15,757                              7,938                                12,004                              11,900                             

利用者１人あたり市負担額（円）

　　　　　（③／④）

855                                   688                                   962                                   835                                  


上の表を見ると、ライフピアいちじま大ホールの利用者１人あたり市負担額が高く、やまなみホールが低い、春日文化ホールがその中間となっています。
やまなみホールの利用者１人あたり市負担額が低いのは、他のホールに比べ、支出が格段に低いからであり、その大きな要因は、正職員を配置しておらず、正職員人件費が低いことが挙げられます。
4  利用状況・利用者の満足度
(a)  利用状況
各ホールの稼働率は、次のとおりです。
なお、各ホールには、楽屋、スタジオ及び研修室等がありますが、ホールとしての稼働率を検討する場合には、これらを考慮する必要は無いため、稼働率計算からは除外しています。
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[image: image19.emf]① ② ③ ④

施設名 春日文化ホール やまなみホール

ライフピアいちじま

大ホール

平均

稼働率

42.4% 32.7% 32.9% 36.0%


春日文化ホールの稼働率が４０％を超えており、もっとも高くなっておりますが、総じて稼働率の低い施設群といえます。すべての稼働率を単純に合計しても、１００％を少し超える程度の稼働率です。
(b)  満足度
アンケートによって、一般市民の各文化ホールの満足度を調査した結果は、以下のグラフのようになります。グラフ中に示している数値は、回答者のうち「満足」から「不満」までの５段階評価で「満足」・「やや満足」と回答した人の割合になります。
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施設名
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（

n=374

）

やまなみホール

（

n=211

）

ライフピアいちじま

大ホール

（

n=339

）

平均

満足度―

やや満足以上

70.9% 58.8% 79.9% 69.9%


満足度調査の結果では、ライフピアいちじま大ホールの満足度が高く、続いて、春日文化ホールが平均水準、やまなみホールが低くなっています。
5  将来的な需要（将来性）
(a)  認知度
一般市民に対して、各文化ホールを知っているかを調査した結果は、以下のグラフの通りとなっています。
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[image: image23.emf]№ ① ② ③ ④

施設名

春日文化ホール

（

A : n=96

）

（

B : n=584

）

やまなみホール

（

A : n=52

）

（

B : n=584

）

ライフピアいちじま

大ホール

（

A : n=123

）

（

B : n=584

）

平均

市全体の

知名度(A)

76.9% 53.6% 74.5% 68.3%

居住地域者の

知名度(B)

95.8% 90.4% 98.4% 94.9%


知名度では、春日文化ホールとライフピアいちじま大ホールが約４人に３人が知っているのに対し、やまなみホールが２人に１人と低くなっています。
また、どのホールもその地域に住んでいる人からの知名度は９０％を超えており、他地域からの知名度に課題があることがわかります。
(b)  利用意向
一般市民に対して、各文化ホールを利用したいかを調査した結果は、以下のグラフの通りとなっています。
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[image: image25.emf]№ ① ② ③ ④

施設名

春日文化ホール

（

A : n=96

）

（

B : n=584

）

やまなみホール

（

A : n=52

）

（

B : n=584

）

ライフピアいちじま

大ホール

（

A : n=123

）

（

B : n=584

）

平均

市全体の

利用期待(A)

43.5% 16.6% 41.4% 33.8%

居住地域者の

利用期待(B)

75.0% 53.8% 82.9% 70.6%


利用期待においても、春日文化ホールとライフピアいちじま大ホールが４０％台であるのに対し、やまなみホールが１６．６％と低くなっています。
また、どのホールもその地域に住んでいる人からの利用期待は、他地域の人の利用期待よりも高くなっていますが、やまなみホールでは他の２施設にくらべて低くなっています。
(c)  将来利用者数推計
各文化ホールの将来的な利用者数の予測を行います。文化ホールは、丹波市全体の幅広い年齢層の人に利用されていると考えられ、将来の利用者数は、丹波市の将来人口に左右されると考えられます。
丹波市の将来人口の増減によって文化ホールの利用者数が変化すると仮定し、将来利用予測をすると、次のとおりとなりました。
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丹波市の人口は、今後十年の間に１１．１％減少することが推計されているため、どの施設も利用者数が減少すると予想されます。そのため、現状の稼働率よりも少なくなることや、一度の利用人数が少なくなることが予想されます。
(4)  今後の適正化方針
1  アンケート結果
街頭調査で、必要性や適正な文化ホール数について質問した結果は、以下のグラフのようになっています。
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街頭調査において、各住民センターが廃止された場合に困る施設を挙げてもらったところ、困る人の割合は春日文化ホールとライフピアいちじま大ホールが３６％前後であるのに対し、やまなみホールと１５％と低くなっています。
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同様に、街頭調査で現状の文化ホール数の多寡を質問した結果が左のグラフになります。それによると、回答者の５９％の人が現在の文化ホールの数が「適当」であると答えています。それ以外では、現状の施設数は多いと考えている人（「多い」「やや多い」）が１７％、現状の施設数は少ないと考えている人（「少ない」「やや少ない」）が７％となっています。
同時に質問した適切な施設数では、「適当」や「わからない」と回答した人を中心に無回答が多くありましたが、２０５件の回答があり、その結果をグラフで示しています。この場合は「３施設」という回答が４２％、「２施設」が２５．９％、「１施設」が１４．６％となっています。
アンケート結果からは、現状の文化ホール数が適当であると言う意見が多いですが、実際に知らなかった文化ホールがあったり、今後も利用する気が無いと回答した人も３施設が適当であると回答しているため、注意が必要です。また、丹波市には市が所有するホール以外にも、県立のホールと民間のホールがあることも考慮する必要があります。
2  今後の方針
適正化後の建替えコストの比較を示す前に、現在ある各文化ホールの建設金額と建替え年度を表に表すと、次のようになります。
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現在丹波市には、市の３つの施設に加え、県立のホールと民間のホールがあり、利用人数から見て、市が所有する文化ホールよりも利用されています。市民の芸術・文化活動を支援するという文化ホールの目的は、市としては１つの文化ホールを所有するに留め、減免や市主催事業などの施策の自由を確保した上で、他の２ホールとの連携を強化することで達成できると考えられます。
そこで、今ある文化ホールのうち、もっとも設備が整っており、市民アンケートの結果も良い施設であるライフピアいちじま大ホールを残し、春日文化ホールとやまなみホールはホール機能（舞台の演出機能）を廃止して、多人数での研修会、集会等に利用する貸し部屋として用途を変更し、使用不能となった時点で取り壊すことが望ましいといえます。
また、ライフピアいちじま大ホールを更新する際は、より市民の利便性の高い場所に建設することで、市民ホールとしての機能が発揮できるため、現在の場所にこだわる必要はないと考えられます。
以上のような改善策を実施した場合の、維持管理費と建設金額の改善額は以下の表のとおりになります。
[image: image32.emf]＜建替金額－削減提案＞ （単位：千円）

施設 内容 建設金額 次回建設金額 差額

春日文化ホール 廃止し、建て替えを行わない。

901,229                             -                                        901,229                            

やまなみホール 廃止し、建て替えを行わない。

179,978                             -                                        179,978                            

1,081,207                          -                                        1,081,207                         

（※）建設金額は、当時の建設単価に、物価水準の変動を加味したものを基礎としています。

合計


[image: image33.emf]＜維持管理費用－削減提案＞ （単位：千円）

施設 内容 維持管理費用（年間）

改善策実施後

維持管理費用（年間）

差額

春日文化ホール 廃止し、建て替えを行わない。

20,419                               -                                        20,419                              

やまなみホール 廃止し、建て替えを行わない。

6,486                                 -                                        6,486                                

26,905                               -                                        26,905                              

（※）維持管理費用は、支出から収入を控除した金額です。

　　　正職員人件費は、長期的には変動費として扱えるため、削減可能な維持管理費用に含めています。

合計


以上を実行したときの各年度の建替コストを比較すると、次のとおりとなります。
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[image: image35.emf]＜実行時のコスト比較＞ （単位：千円）
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累積効果額

施設を維持した場合の金額

削減提案を実行した場合の金額

差


現在の施設数を維持する場合、２０４０年代に建て替えが集中していますが、上記前提条件に基づいた場合、この必要金額を大幅に削減することができると予想されます。
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